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第４回 幹事会 議事録 

 

・日 時 ２０２６年７月１６日（金）正午～１３時００分 

・場 所 大阪弁護士会館９２０会議室＋Zoomミーティング 

・出席幹事 

  幹事総数         ８４名（定足数２８名） 

出席幹事の人数      ２７名（Zoom参加者含む） 

（委任状提出数       ４５通） 

 

 

 上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので、本幹事会は適法に成立し、幹事長

高江俊名は本幹事会の議長として副幹事長川﨑真陽を指名した。議長は、開会を宣し、直

ちに議案の審議に入った。 

【議事の内容】 

 

１ 【決議】２０２６年度予算承認の件（資料１及び２） 

西念副幹事長は、要旨資料１のとおり報告した。 

以下補足。 

・例年の予算案とは少し体裁を変更している。具体的には、例年は収入欄に前年度繰

越金が入っていたが、これだと単年度の動きがわかりにくいため、今回はまず単年

度の収支差額を出し、その下に累積収支という項目を設けてここに前年度繰越金を

記載し、累積の残高見込み額を出すというスタイルにしている。 

・前年度繰越金を見ると、前年度のこの時期には繰越金が２８００万あったが、現在

繰越金は２５２１万円であるため、前年度は２８０万程度の赤字と分かる。なお、

赤字の理由は、周知のとおり前年度は会長選出年であったためこれに伴う様々な支

出があったこと、及び春秋会ホームページのリニューアルが実施されたことにある

が、予算としてはもっと大幅な赤字予算（６００万円程度の赤字予算）が組まれて

いた。 

・今年の予算について、収入においては前年度の収入の見通しとほぼ同じ金額を採用

しているが、現時点で会費の納入が８４６万円、特別拠出金の納入が９８万円であ
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るため、この後さらに督促等努力していく必要がある。 

・支出について、経常費に関してはほぼ前年度と同額とした。但し、今年度は嘱託が

引継ぎの年で、引き継ぎの間の１ヶ月は２名に対して嘱託報酬を支払うため、子の

分（１１万円分）前年度よりも増額としている。 

・政策委員会について今年は通常年（会長選出年ではない）であるため、また広報委

員会について今年はホームページリニューアル費用がかからないため、前年度より

大幅な予算減額となった。その他委員会は概ね例年どおり。 

・若手会について、現在若手会は企画の周知・申込み等を LINEでも行なっており、

公式ＬＩＮＥ運営費がかかるところ、当該運営費を渡し切り予算１２０万円の外枠

で認めて欲しい旨要望があったことから、当該要望に応える形で予算を組んだ。 

・前年度とほぼ同額か、むしろ前年度よりも減額している項目が多いにも関わらず、

それでも単年度の収支差額はマイナス４００万円程度となった。今年のように特に

何もない年でもこの程度のマイナスとなる予算を組むことの是非について、至急大

きな議論が必要と考えているわけではないものの、問題意識がないわけではない。 

 

以上報告の後、高江幹事長は、要旨以下のとおり補足説明を行なった。 

・資料２は会費減額 PTが作成したものであるが、この添付資料１に平成２６年以降

の収支状況が記載されており、令和４年度まで繰越金が積みあがってきたことが分

かる。 

・その後も令和６年度までは繰越金が積み上がり、当該年度時点で繰越金は２８００

万円程度となったが、更にその後は赤字傾向にある。 

・その理由について検討したところ、収入については概ねこの答申の想定通りと思料

されるが、他方で支出は想定より多くなっているものと思われる。 

・今回それぞれの委員会等がだした予算要望は、ほぼ例年通りの額か、むしろ前年よ

りも少なくなっているところもあるから、これを更に減らすというのは難しいと考

えているが、会計を見直す必要性等について引き続き正副幹事長にて検討していき

たいと考えている。 

 

  ２０２６年度予算について、別段の異議なく賛成多数でこれを可決した。 
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  関連して、春秋会企画後の２次会の費用問題（２次会に若手が参加した際の費用を委

員長等の特定の会員が負担している問題）について、 

  ・費用負担にかかる平等なシステムが必要ではないか 

  ・現状のままでは委員長のなりてがいなくなるのではないか 

  ・委員会活性化費について、無限定に支出するのは問題であるが、１次会に限るとい

う縛りはなかったのではないか、例えば必要に応じ幹事長に相談したうえで支出を

認めるといった運用を認めることはできないか 

 等の意見があり、これについても引き続き正副幹事長にて検討することとなった。 

 

２ 【決議】定時総会（９月総会）開催の件 

議長は、下記のとおり９月総会を開催することについて、幹事会にお諮りした。 

記 

日時  ９月２９日(火)１８時～ 

場所  大阪弁護士会９２０会議室＋Zoom 

 

上記につき、別段の異議なく賛成多数でこれを可決した。 

 

３ 次年度大阪弁護士会副会長立候補届出と候補者の意見を聞く会開催の件  

高江選考委員長は、資料３のとおり説明するとともに、同会が本日開催される旨案内

した。 

 

４ 大弁会務報告 （中森俊久副会長） 

要旨、資料４のとおり報告があった。 

以下補足。 

・弁護士会職員の休憩時間について、元々定時が７時間３０分、休憩時間４５分であ

った。８時間以上勤務するときには６０分休憩しなければならないが、必ずしも遵

守されていなかった。これを受けて前年度執行部は、休憩時間を６０分にするべく
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規定を改正しようとしたところ、労働組合から、職員の保育園の送迎の都合等から、

帰る時間が遅くなるのは困る、休憩時間を延ばすのであれば労働時間を７時間１５

分にして欲しい等反対を受け、一向に解決しないまま現在に至っている。 

・会務活動の一部有償化の動きについて、特に負担の大きい懲戒委員会についての有

償化は必須と考えられているが、他の会務への波及効果を考えるとなかなか進める

のが難しい状況にある。 

・委員会活動の周知について、主として若手への情報提供のため、ホームページに委

員会の頁を設け、いつでも自由に閲覧できるよう進めている。 

 

５ 各種委員会からの活動報告／選考、政策、広報、研修、親睦、若手会  

（１）選考委員会（高江俊名委員長） 

前記「２ 次年度大阪弁護士会副会長立候補届出と候補者の意見を聞く会開催の件

（資料３）」のとおり 

（２）政策委員会（中西基委員長） 

   要旨、資料５のとおり報告があった。 

   以下補足。 

   ・第１回政策シンポについて、弁護士会館の成り立ちと伝統、そしてこれからどう

していくのかというところをテーマに開催した。 

   ・他会派からの参加者もいた。 

   ・当日の様子については、資料５の通し番号１７頁及び１８頁のとおり春秋メーリ

スに投稿済みであるが、別途報告記事を会報にも掲載する予定。 

   ・会館が設立されてから２０年経ったが、５０年目までの間に１００億、２００億

のレベルで維持費がかかる見込み。これをどうして捻出していくかについて、十

分に議論・検討していく必要がある。 

   ・他方で、それほど莫大な維持費がかかるなら、会館を手放し別のところに移った

方が良いとか、或いは会館の一部をテナントとして貸し出してはどうか等の意見

もある。 

   ・第２回企画について、実施時期を含め検討中であるが、秋頃を目途に開催予定。 

（３）広報委員会（広瀬元太郎委員長） 

   要旨、資料６のとおり報告があった。 
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以下補足。 

・ニュースレター７月号について、１週間ほど前に発刊及び春秋メーリスに案内済

み。 

・取材旅行について、今回の取材対象としては、浜岡原子力発電所、及び３年前に

あった熱海の土石流事故現場を考えている。 

（４）研修委員会（室谷光一郎委員長） 

 要旨、資料７のとおり報告があった。 

 以下補足。 

 ・前回中森副会長から２次会の費用負担に係る問題提起があったが、第２回研修会

（AI研修）後の２次会においても同様の事態（特定の人に費用負担が偏る事態）

が生じた。 

（５）親睦委員会（横瀬副幹事長） 

   要旨、資料８のとおり報告があった。 

   以下補足。 

   ・サマーフェスについて、先週春秋メーリスにて案内済み。 

   ・テーマは夏の音楽祭りであり、カラオケ大会の実施を予定しているため、是非お

申込みいただきたい。 

   ・地引網企画について、子を含めご家族でご参加いただきたい。 

（６）若手会（富井和哉世話役代表） 

   要旨、資料９のとおり報告があった。 

 

６ 新入会員の報告   

議長より、正副幹事長会にて 

・大掛愛子先生（78期）（弁護士法人心大阪法律事務所） 

の入会承認がなされた旨、報告があった。 

 

７ 会費免除承認の報告 

  なし 

 

８ 執行部から春秋総会出席のお願い 
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日程：９月総会   ９月２９日(火)、 

１２月総会 １２月２１日（月）、 

３月総会   ３月２５日(木) 

いずれも午後６時～ 

場所：大阪弁護士会館（予定） 

 

なお、１０月２０日午後１時半から、大阪弁護士会の臨時総会が開催されることとな

った。これにも奮ってご参加いただきたい。 

以上 




